	整理番号
	

	研究計画書

　■年　■月　■日

	研究課題名
	北九大周辺のネコの分布と、餌をやる人々の日常生活に関する研究

	氏　名
	北九大　太郎
	学籍番号
	０１２３４５６７８９

	調査対象
	（できるだけ具体的に書く。そもそも実行できるかどうかが重要である。アプローチの仕方も記述する。調査のタイプによっておおよその対象人数は変わる。参与観察系（１人から１０人）、取材インタビュー系（１０人から５０人）、対人実験系（３０人から１００人）、路上観察系（５０人から２００人）、資料収集系（１００人から１０００人））

	調査期間
	（実習ではおおよそ１０日、８０時間程度の調査をめやすとする。調査のタイプによって時間配分は変わってくる。自分の都合よりも取材相手の都合を考える。実際の調査は予想外の事態が起きて遅れる可能性をみこして、早め早めに設定する。）

	＜研究の目的＞
（先行研究と比較したこの研究の学問的な位置づけ、なぜこの研究が必要なのか、研究によってあきらかにされること、たとえば研究成果が人類にもたらす貢献。この研究のどんなところが魅力的なのか。何が面白いのかが人に伝わるように書く）


	氏　名
	北九大　太郎
	学籍番号
	０１２３４５６７８９

	＜研究の方法＞
（調査期間の間にどのような方法で何を明らかにするのか。どのように話を聞けば、知りたいことがわかるのか。いつ、どのタイミングで、どんな人に会うのか。調査に興味を引いてもらうためにどのような工夫をするか。情報も贈与である、互酬性やギブ＆テイクを心がける。本人が面白くなければ、話す人も面白くない。）



＊補足資料があれば添付してください

